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PRESS RELEASE 
学生活動 

2024年 2月 21日 
報道関係者各位 

計 3枚 

三重県松阪市との連携協定 英語教育の理論から実践へ 

教職課程の学生が松阪市立嬉野中学校で英語ワークショップを実施 
国際基督教大学（ICU：東京都三鷹市 、学長：岩切正一郎）の学生任意団体「ICU英語教育実践研究会」が、

2月 2日、松阪市立嬉野中学校で中学２年生約 160名（5学級）を対象に英語ワークショップを開催しまし

た。2022年 10月に松阪市と連携協力*１を締結してから初となる英語教育分野での連携の試みです。 

 

ポイント 

・コロナ禍、教職課程の学生が地域コミュニティへの貢献に関心を持ち研究会の土台となる活動を開始。 
・今回の授業は外国語教育の分野で注目を集めているタスク型の教授法を用いて ICU生が設計。 
・キャリア教育も意識した内容にしたため、生徒からは「身近にいない大学生の経験を知ることができて楽
しかった」「友達と一緒に勉強頑張ろうという気持ちになれた」といった声があがり、英語のモチベーション
向上や今後を考えるきっかけとなった。 

 
プロジェクトの背景 
ICU 英語教育実践研究会（ICU AFLT）は教職や言語教育に関心のあるメンバーを中心とした学生任意団体
（約 20名）で、英語教育が専門の藤井彰子准教授と辻田麻里准教授が顧問を務めています。コロナ禍で大学
生の課外活動や海外研修の機会が制限される中、教職課程の学生が地域の社会貢献に取り組むことへの関心
が高まったことがきっかけでした。2021年～22年は、学生が公立小学校や中学校で大学の生涯学習プログ
ラムの一環で英語のワークショップを企画し、実施していましたが、それらの活動をまとめて主催する必要
性を感じた代表の沼野幸佑さん（言語教育/教育学メジャー、当時教養学部 3年生）が、藤井准教授と相談し、
2022年秋に発足しました。大学教育、社会貢献、学術研究の３つの柱を根本に据え、現在は英語ワークショッ
プの企画・実施の他、三鷹市と調布市の中学校で英検の準備対策会でも積極的にボランティア講師を務めて
います。累計 12回を超える英語ワークショップと英検の準備対策会を実施し、小中学生の参加者がのべ 300
名以上にのぼります。また、教材開発の過程を分析し、研究発表も行いました。 

https://icuaflt.wixsite.com/icu-aflt
https://researchers.icu.ac.jp/icuhp/KgApp?resId=S000048
https://researchers.icu.ac.jp/icuhp/KgApp?resId=S000247
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2023 年 4 月に代表の沼野さんが岩切学長に活動を紹介したことをきっかけに、松阪市立嬉野中学校での
英語ワークショップ「ICU AFLT English Workshop at Matsusaka」が実施されることになりました。今回
のワークショップは、以下を目的としています。 

1. 大学の英語科教職課程の授業で学んだ知識の実践と応用を通して、大学生自身の学びを深め、
知識やリソースを実社会に還元する。 

2. ワークショップ中、少人数のグループで英語を使用する機会を設け、対象中学生の英語学習
に対するモチベーションの向上をはかる。 

3. 大学生の英語学習や進路選択の経験、海外在住・渡航経験を共有することで、対象中学生の
進路選択の一助となる。 

 
授業内容 
当日は、藤井准教授監修のもと、AFLTメンバー6名（博士前期課程 1年 1名、学部 4年 3名、学部 3年

2 名）が外国語教育の分野で注目を集めているタスク型の教授法を用いて授業を行いました。嬉野中学校の
中学 2年生約 160名（5学級）が受講しました。授業は二部構成で実施され、第一部では、通常授業の 1時
限から 5時限にかけて各学級にて英語を使ったアクティビティを行いました。生徒が大学生に対して英語で
質問する機会を用意し、その後、少人数のグループ単位で中学生が英語でコミュニケーションを取り、大学
生の思い描く将来や近い未来について考える時間を設けました。中学生が、年齢が比較的近い大学生と少人
数で英語を使用することで、英語でのコミュニケーションに挑戦し、自らが発した言葉が通じる成功体験を
積むことで、英語学習のモチベーションが向上することを期待しました。 
第二部では、大学生によるパネルディスカッションを実施しました。大学生の海外での生い立ち、中高で

の課外活動、大学でのアルバイトや一人暮らしの経験など、中学校から大学に至るまでの多様な実体験を共
有することで、生徒が自分の境遇や今後について考えるきっかけになることを期待しました。 

 
当日までの準備段階としては、11月にプロジェクト・リーダーの中村とメンバーの藍口が嬉野中学校での

授業を見学することで、等身大の中学生の姿を踏まえて授業の計画に取り組みました。1 月末には事前課題
として中学生に質問を考え、提出してもらい、その質問を念頭に大学生は授業案の最終準備を行いました。 
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受講者からのコメント 
授業を受講した中学生からは、「楽しかった」「初めてたくさんの英語を話す機会をもらった」「英語が話せる
人とどんどん話していきたい」「英語の発音がきれい」といった英語に関するものや、「大学生活のことを聞
くことで将来を考えることができた」「将来海外に関わる仕事をしたいと思いました」といった将来への展望、
「友達と一緒に勉強頑張ろうという気持ちになれた」といった勉強に関すること、「体験したからか、リアル
に思えて想像しやすかった。話し方も上手で頭に入ってきやすかった」といった教授法に関するものがあり、
期待に応えられている様子が伺えました。 
 
研究会メンバーのコメント・気づき 
大学の授業や実習を通じて学んだ指示出しについての工夫を活かすことができてよかったです。シンプルな
文を使うことを意識したり、毎回デモを挟んだり、視覚情報でサポートしたりなど、実際に生徒の反応から
効果が実感できるものも多くありました。 
 
ワークショップのファシリテーターを何回か経験しているおかげで、各生徒が理解しやすいように質問をし、
スモールステップにして彼らの積極的な参加を引き出すことができました。1 限から 6 限までの長時間にわ
たるワークショップでしたが、松阪の生徒が元気だったので、エネルギーをもらえました。 
 
生徒の英語学習に対する姿勢は目を見張るものがありました。たった 50 分の授業の中で、授業の初めは英
語を話す事に対して控え目な姿勢でしたが、授業の最後の方では積極的に英語を使用している姿を見て感銘
を受けました。我々大学生もどのようにサポートをしたら、中学生の英語使用を促進できるのかを考えなが
ら、毎回の授業後に短いミーティングを持ち改善と実践を繰り返しながら授業をすることが出来たと振り返
ります。ワークショップの運営に先立ち、機会のご提供とご支援をしてくださった松阪市教育員会、嬉野中
学校、ICU総務グループ、生涯学習プログラム、日本 ICU財団の皆様に感謝申し上げます*２。 
 
今後の活動 
英語教育のリソースや普段英語に触れる機会が少ない「公立」小中学校の生徒を対象に英語教育の最新理論
に基づいた英語のワークショップを実施することで、英語教育の機会と資源へのアクセスを拡大し、教育の
エクイティの確保と英語話者としての多様性・インクルージョンに貢献したいと考えています。 
 
*1  松阪市を生まれ故郷にもつ「北海道の名付け親」松浦武四郎が最晩年に建てた畳一枚の書斎「一畳敷」（本学キャ

ンパス内に現存）の原寸模型を松阪市に再現したことをきっかけに松阪市と ICUが連携しました。詳しくはプレスリ

リース： https://www.icu.ac.jp/about/press/docs/ICUPressRelease221005_J.pdf 

*2  ICU AFLT in Matsusakaプロジェクトは、松阪市からの「包括連携協定大学等活動支援補助」のための助成金

（10万円）を申請しています。日本国際基督教大学財団（Japan ICU Foundation: JICUF；米国ニューヨーク）によ

るプロジェクト・リーダーの中村未来への助成金にも支えられています。 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
問い合せ先：国際基督教大学 (ICU) パブリックリレーションズ・オフィス  
（担当：森川、吉良 Tel：0422-33-3040  Fax：0422-33-3355  E-mail：pro@icu.ac.jp） 

https://www.icu.ac.jp/about/press/docs/ICUPressRelease221005_J.pdf
mailto:pro@icu.ac.jp

